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厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総合戦略研究事業） 

(総合)研究報告書 

「がんの診療科データベースと Japanese National Cancer Database(JNCDB)の構築と運用」

（H22-3次がん-一般-043） 

 

研究代表者 沼崎 穂高 大阪大学大学院医学系研究科 助教 

 

研究要旨 臨床治療面を重視した全国がん診療評価システムの構築と運用、診療科 DB整備、

臓器別、院内・地域がん登録との情報共有、院内情報システムへの装填、 放射線治療標準

登録策定、治療装置間連携、がん登録法制化可能性の検討を目的とする。H22年～H25年度

までに以下の研究を行った。①院内/地域がん登録とのデータ連携: 院内がん登録支援ソフト

ウェアHos-CanRとのデータ連携性を確認した。②臓器別がん登録との連携: 食道癌全国登

録の支援継続。他 4疾患も各論 DB調査項目策定で協力を得た。③治療 RISへ本 DBフォ

ーマット装填: IHE-JRO、開発企業と連携して協議した。④日本版 ATC構築：治療計画デ

ータの集積、検証、閲覧システムの開発、運用を行った。⑤JNCDB改訂: 基本 DB項目を

再検討し、現状に沿った項目に改訂した。⑥放射線治療症例全国登録の feasibility study：

本格運用に向けた feasibility studyを行った。⑦全国放射治療施設定期構造調査：2010年

のデータを公開した。⑧がん登録法制化検討: 学会 HPでがん登録の情報公開を行った。 

 

分担研究者氏名・所属機関名及び所属機関
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A. 研究目的 

 

がん治療の 3本柱の一つである放射線治

療の推進はがん対策推進基本計画の中でも

重点課題として挙げられている。放射線治

療分野では技術の高度化、患者数増加によ

り詳細な治療情報が大量に発生しているが、

情報標準化はなされていない。先行研究

（H16-3次がん-039、H19-3次がん-一般

-038）で放射線治療部門 DBの標準登録様式

を策定し、全国的なデータ収集・分析が行

える JNCDBを構築し、JASTRO HP※1から

（http://www.jastro.or.jp/）からDL可能とし、

随時改訂作業を行っている。さらに IHE-J RO 

WG※2と連携して治療 RIS（Radiation 

Information System）への JNCDBフォーマッ

トの装填開発を進めている。 
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本研究では JNCDBの実運用すなわち全

国的な診療、特に治療の質の評価のための

データ収集・分析を行い、施設に還元する。

さらに診療科 DB（臓器別がん登録）の標準

化、院内、地域がん登録とのデータ連携を

進め、入力重複の現場負担を軽減し、デー

タの質向上を図る。米国ではがん登録は法

制化されている。臓器別がん登録にあたる

NCDB（National Cancer Database）、地域がん

登録にあたる SEER（Surveillance 

Epidemiology and End Result）と NPCR

（National Program of Cancer Registries）は標

準様式が決まっている。日本では院内、地

域がん登録は厚生労働省の政策で標準化が

進められている。NCDBは治療結果だけで

はなく、診療過程や施設構造のデータも収

集し、がん診療の質の評価、施設認定に利

用されており、米国のがん診療の司令塔と

して重要な役割を果たしている。日本では

臓器別がん登録が詳細な診療データを収集

しているが、データ元となる診療科 DBと

ともに標準化が進んでいない。診療科 DB

に標準化部分を組み込むことで JNCDBを

含む臓器別がん登録の詳細データを日本の

がん診療の質評価に利用できる。全国の放

射線治療構造データを収集する学会Web登

録システムは先行研究で完成した。 

 
※1 JASTRO HP 
日本放射線腫瘍学会（Japanese Society for Thera

peutic Radiology and Oncology）ホームページ（htt
p://www.jastro.jp/） 

 
※2 IHE-J RO WG 
  日本IHE協会 放射線治療企画/技術委員会（Integr
ating the Healthcare Enterprise – Japan Radiation O
ncology Working Group）標準規格を用いた医療機
器の情報連携、統合を目指して発足したプロジェク
ト。日本では2005年からIHE-Jが発足し、2006年2月
から日本における放射線治療分野の活動をIHE-J R
Oとして開始している。 

B. 研究方法 

 

1) 院内/地域がん登録とのデータ連携 

JNCDB登録ソフトと院内がん登録

支援ソフト Hos-CanR Plusとのデータ

連携実験を行う。  

 

2) 臓器別がん登録との連携 

食道癌全国登録の支援を継続し、登

録システムを診療科 DBとして活用し

やすいシステムに改良する。他疾患と

の連携では JNCDB調査項目策定に協

力を得る。 

 

3) 治療 RISへの JNCDB formatの装填 

日本 IHE協会放射線治療企画・技術

委員会と連携して、治療 RISから HIS

への治療サマリの標準化を現在行って

いる。治療 RIS内の DB項目に JNCDB

基本 DB項目を網羅するため、治療 RIS

開発企業へ働きかける。 

 

4) 日本版 ATC (Advanced Technology 

Consortium）※3の構築 

放射線治療計画データの集積・検証・

閲覧システムの開発を行う。さらに、

実データを用いたテスト運用を行う。 

 
※3 ATC 

Advanced Technology Consortium(先端技術
協会)の略で、米国でRTOG(Radiation Therapy 
Oncology Group)などの前向き臨床試験の治療
計画の正確性を遠隔あるいはセンターでStudy
事務局の放射線腫瘍医や物理士が評価できる
仕組みである。これらの大規模臨床試験の品
質保証の根幹を担う重要なグループであり、
ワシントン大学の医学物理士が開発した。 
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5) JNCDB改訂 

対象 5疾患（乳癌、子宮頸癌、食道

癌、肺癌、前立腺癌）の JNCDB疾患固

有部分（各論 DB）の疾患固有部分（各

論 DB）のデータ項目を、症例全国登録

を視野に入れ順位付けを行う。データ

入力側の負担の大幅軽減も目的とし、

各論 DBの改訂作業を行う。疾患共通

部分である基本 DBの項目内容を再検

討する。現状の治療に沿った項目に改

訂するとともに入力ソフトウエアを開

発する。さらに放射線治療専門医申請

の実績として評価可能な 22項目を設

定し、入力ソフトウエアを開発・装填

する。学会 HPに公開する。 

 

6) 放射線治療症例全国登録 

放射線治療症例全国登録の feasibility 

studyを行う。また、データセンターを

放射線医学総合研究所に移管するため

の準備を行う。さらに、放射線医学総

合研究所倫理委員会、学会倫理委員会

へ申請準備を行う。学会 DB委員会、

と連携し、本格運用の準備を進める。 

 

7) 全国放射治療施設定期構造調査 

学会 DB委員会と協力して放射治療

施設定期構造調査を行う。調査結果の

学会 HPへの一般公開を行う。 

 

8) がん登録法制化検討 

先行研究からのがん登録法制化検討

チームを継続する。がん登録の法制化

検討の一助としての普及啓発活動を行

う。JASTROの JNCDB登録 HPで本年

度中にがん登録の情報公開(JNCDBの

調査項目等)を行う。引き続き国民に対

してがん登録の重要性を発信し、民意

でのがん登録法制化を働きかける。 

 

（倫理面への配慮） 

・ 標準フォーマットの策定、DBシステム

開発では、個人情報は取り扱わない。 

・ 全国的なデータ収集・分析（JNCDBの

運用）では、先行研究（H16-3次がん-039）

において、申請者の所属機関（大阪大学

医学部）の倫理委員会の承認を得ている

ので、本研究では継続申請を行う。 

・ JNCDBの試験運用では個人情報を削

除したデータ収集するため、倫理的な問

題は発生しない。 

・ 個人情報を連結不可能匿名化してデー

タを収集するため、施設側で倫理審査を

受ける必要はないが、要望があった場合

に対応できるように、下記項目を盛りこ

んだ倫理審査申請書を準備しておく。 

 個人情報は集積しないため、インフ

ォームドコンセントを受ける必要

ない。研究の実施をポスターにより

提示する。また、研究対象者に不利

益は生じない。 

 データの管理に関して、情報保護規

約を策定し、研究班として遵守する。 

 全体の研究成果については、学会論

文発表、Webを通じて定期的に行う。 

 以上の最終責任は主任研究者が負う。 

 

C. 研究結果 

 

1) 院内/地域がん登録とのデータ連携 

JNCDB登録ソフトウェアと院内がん

登録支援ソフトウェア Hos-CanR Plusと
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のデータ連携について、実際の登録デー

タにてデータの連携が可能であることを

確認した（図１）。 

 

 
図１．院内/地域がん登録とのデータ連携 

 

これにより施設内での情報共有が容易

になり、施設単位でのがん診療情報体系

の信頼性と診療の質が向上する。また施

設から精度の高い情報が上がる仕組みは

地域がん登録のデータ精度をさらに向上

させる。 

 

2) 臓器別がん登録との連携 

臓器別がん登録との連携では 

JNCDB の調査項目の改訂で協力を得た。

さらに各臓器別がん登録との情報共有

を進めた。 

 

・ 乳がん全国登録 

登録業務は順調に経過し、現在、

2009年度初発乳癌症例 40,817例

（626施設）の集積を終了し、2012

年 2月にデータを確定版として公

開した。学会の乳癌登録をさらに広

めるため、2011年度より施設認定

にがん登録をリンクさせ義務化す

ることとなった。2012年 6月には、

2004年度登録症例の 5年後予後解

析結果報告書を公表した。予後調査

の協力施設は 126施設、登録症例は

7,241例、48.9％であり、旧システ

ムの予後判明率よりも改善がみら

れた。また、乳腺専門医制度の申請

資格とも関連して、2011年 1月よ

り開始した National Clinical 

Database (NCD)との一部連携を

2011年度より開始し、2012年度か

らは NCDへ完全に移行した。 

 

・ 食道癌全国登録 

食道癌全国登録の支援を継続した。

研究班としてシステム開発、統計業

務を担当した。4年間で 6年分の症

例登録とデータ解析を行った（2003，

2004，2005，2006，2007，2008年

症例）。調査年ごとに報告書を作成

し、日本食道学会英文学会誌

「Esophagus」に掲載した。 

 

・ 子宮頸癌全国登録 

臓器がん登録データを用いて我が

国の子宮頸癌治治療患者の最近の

動向を分析した。進行期では 0期

（上皮内癌）患者の占める割合が増

加し、頸癌治療患者の 58%を占め

るようになった。組織型では腺癌の

割合が 3倍に増加した。治療法では

IIB期の治療において手術療法より

放射線治療の占める割合が増加し

た。 

・ 肺癌全国登録 

日本における主要施設における肺

癌症例を登録し、登録に関する研究

を行った。1999年外科切除肺癌
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13,010例を 2006年に解析して発表

した。2002年前向き全肺癌登録

（14,695例）の 5年経過例の解析を

して論文化した。外科切除例（8,344

例）のみならず非切除例(5,630例)

の解析ができたことにより、新たな

知見が得られた。 

 

・ 前立腺癌全国登録  

本年度は前立腺癌の全国登録は行

っておらず、日本泌尿器科学会登録

推進委員会では、2000年、2001年、

2005年時に新規に診断された腎盂

尿管癌と 2005年、2008年に新規に

診断された、精巣腫瘍の登録症例の

統計学的解析を日本泌尿器科学会

にて行った。さらに腎細胞癌に関し

て全国的な癌登録ならびに腎がん

プログラム作成ワーキンググルー

プを発足させた。 

 
※4 NCD (National Clinical Database) 
外科手術登録データベースであり、日本外科
学会が 2011年１月から稼働させている。2011
年 9月時点で参加施設数約 2,200、登録ユニッ
ト数約 3,700、登録ユーザー数約 12,500で毎月
約５万症例が登録されている。外科医不足が喫
緊の課題となっている一方で、外科医の適正配
置と質についても問われていることから外科
医が関与している外科手術を体系的に把握す
るため、日本外科学会を基盤として消化器外科
学会などの各サブスペシャリテイーの学会が
協議して外科専門医制度と連携した外科症例
登録のデータベース事業である。外科医は一症
例につき一度の手術（症例）登録のみで複数の
専門医制度への登録を行うことが可能となる。
外科手術に必須となる共通登録項目は 10項目
となっている。システムは１症例ごとに、A.
統計的調査（10項目）、B.医療評価調査（50
～200項目）、C.臨床研究（数項目～数百項目）
までの入力が可能になるように構築され,保険
改訂も視野においた利用が検討されている。 
 

 

3) 治療 RISへの JNCDB formatの装填 

IT小作業部会を開催し 治療

RIS(radiology information system)内の

DBとの整合性を取っている。治療 RIS

に JNCDBの基本 DBや各論 DBを装填

するよう治療 RIS開発企業への働きか

けを継続して行った。すでにかなり組み

込まれ、データは自動提出される仕組み

となってきた。さらに IHE-J ROで以下

の項目を検討した。放射線治療情報の報

告、保管、参照 放射線治療関係コード

と関連を調査した。厚生労働省の標準規

格である JJ1013の放射線治療関係のコ

ード体系が、各施設の運用上問題がない

か独自に検討を行っている。治療効果判

定・経過観察のシステム化に関しては、

放射線治療に適したデータベース構築

を行うため、実際の病院での依頼票放射

線治療報告書の項目について、現状の調

査を行った。これらをもとに、放射線治

療部門と依頼科間の情報連携のための

標準的なコンテンツについて、ACRの

ガイドラインと ROGADの項目との比

較・検討を行った。標準規格として情報

交換をする場合の候補として、HL7の

CDAでのデータ表現の技術的な問題を

検討した。 

 

4) 日本版 ATCの構築 

DICOM-RTからの放射線治療計画デ

ータの自動抽出を可能にした、放射線治

療計画データ集積・検証・閲覧システム

を構築した（図 2）。治療計画装置主

要 6社の DICOM-RTデータへの対応

を可能にした（表 1）。 
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図 2. 治療計画検証システムの概要. 

 

表1. 現在対応しているDICOM-RT data 

 TPSs CT Contour Plan Dose 

Eclipse Ver 7.3 ✓  ✓  ✓  ✓  

Eclipse Ver 8.9 ✓  ✓  ✓  ✓  

Xio Ver 4.6 ✓  ✓  ✓  ✓  

Pinnacle Ver 8.13 ✓  ✓  ✓  ✓ 

iPlan Ver 4.1 ✓  ✓  ✓  ✓  

AdvantageSim Ver 7.9.1 ✓  ✓  ✓  △ 

Oncentra Ver 4.0 ✓  ✓ ✓  ✓  

Hi-ART ✓  ✓  ✓  ✓  

  

さらに実データを用いて解析を行い、

本システムが正常に運用できることが

示された（図 3、4）。 

 

 
図 3. 治療計画閲覧ソフトウェア 

 

 

図 4. 治療計画検証システムの画面（DVHの比較）. 

さらに DICOMデータを、インターネ

ットを介してサーバーに転送する機能

を追加した。施設 IDにより、サーバー

内に作成した施設ごとのフォルダを認

識し、症例リストが表示され症例リスト

を選択すると、既に転送されている患者

データが閲覧可能となる。 

また、実際の治療計画の比較・検討を

行った。前立腺癌の IMRT症例を比較し

た。処方、コンツール基準、リスク分類

を統一した上で①PTV: D95, Dmean 

(Gy)、②Rectum: V70, V65 (cc)、③

Bladder: V70, V65 (%)、④Rectum, 

Bladder: Volume (cc)を比較した（図 5）。 

(P = 0.02) (P = 0.01)
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図 5. Bladder : V65, V70の比較結果 

 

5) JNCDB改訂 

5疾患の小作業部会を開催し、各疾患

の専門医（外科医、放射線腫瘍医）で小

作業部会を開催した。各論 DBの改訂を

行い、3段階の優先順位を設定した。レ

イアウトの調整を行い、全国登録に向け

た登録作業の短縮を目指した。基本 DB

改訂について超基本 DB小作業部会を

開催した。従来の基本 DBとの整合性、

各論 DBとの接続性を検討した。さらに

外科学会がNCDで進めているような専

門医申請の実績として評価可能な 22項
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目を放射線治療実績 DBとして抽出可

能にした。 

 

6) 放射線治療症例全国登録 

放射線治療症例全国登録の JASTRO

学会事業として運用が JASTRO理事会、

社員総会で承認された。各施設の登録業

務の負担を考え、段階的（3段階）に登

録項目を増やすこととした（図 6）。 

第1段階: 放射線治療実績DBのデータ

（登録項目: 22項目） 

専門医認定や更新の際に必要となる診

療実績評価のためのデータ 

第2段階: 基本DBのデータ 

放射線治療の基礎集計のためのデータ 

第3段階: 各論DB Level1-3のデータ 

放射線治療、外科手術療法、化学療法

情報を含めたがん診療データ 

 

Common
基本DB

各論DB

ProstateLungEsophagusCervixBreast

Level 1

Level 2

Level 3

放射線治療実績DB 第1段階

第2段階

第3段階

・放射線治療の全容把握
・専門医申請の実績評価

・放射線治療の基礎集計
部位，進行度，年齢別の
治療成績等

・がん診療の実態把握
外科手術，化学療法の
データを含めた集学的
治療の実態把握

5

院内がん登録
地域がん登録

各診療科DB
臓器別がん登録

FileMaker

カスタマイズ可能

3層構造（項目の重要度）

項目数: 22項目

項目数: 90項目

項目数: 200~300項目
 

図 5. JNCDB概要. 

 

2013年 7月から 9月にかけて、JNCDB

（放射線治療症例全国登録）の

feasibility studyを行った。35施設から

14,484症例のデータを集積し、解析を行

った。診療内容（過程）は、照射方針、

小線源治療、高精度治療や照射線量など

において施設規模で標準治療の浸透を

含めて差異を定量的に観察できた。また、

専門医や指導医の実績評価のための分

析も可能であった。 

また昨年度まで、本研究のデータセン

ターは研究代表者の所属施設である大

阪大学が担ってきた（構造調査のデータ

センターを含む）。全国的なデータ登録

業務であり、恒常的な運営が必要なこと

から、データセンターを現在の大阪大学

から放射線医学総合研究所に移管する

こととなり、現在移管作業を進めている。

同時に放射線医学総合研究所の倫理審

査申請準備中である。 

 

7) 全国放射治療施設定期構造調査 

放射線治療情報の全国登録を担って

いる。全国の構造調査を毎年行い、解析

データを順次公開した。 

2009，2010年データ…JASTRO HP公開 

（http://www.jastro.or.jp/aboutus/child.ph

p?eid=00038） 

2011年データ…集積中（回収率 79.0%） 

2012年データ…集積中（回収率 51.2%） 

2013年データ…2014年4月に集積開始。 

また一台の加速器で過剰な症例数を

治療している施設 84施設に追加の治療

装置配備の依頼を学会を通じて行い、構

造改善に貢献した（図 6）。このうちが

ん診療連携拠点病院は 70施設（83%）

見られた。 
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図 6．全国の施設別年間患者数負荷/ Linac分布 
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8) がん登録法制化検討 

先行研究からのがん登録法制化検討

チームを継続した。その一助としての普

及啓発活動として JASTROに放射線腫

瘍学データセンターを開設し、下記 7)

の分析結果や JNCDB formatを順次公開

している。 

 

D. 考察 

がん診療施設において、国が推進し、現

在標準化が進んでいる院内がん登録の整備

と共に各診療科が情報共有用の標準フォー

マットを組み込んだ情報を管理することに

より、施設内での情報共有が容易になり、

施設単位でのがん診療情報体系の信頼性と

診療の質が向上する。本研究班では臓器横

断的な放射線治療情報の標準化と全国的な

症例登録の運用を目指しており、院内の各

診療科データベースとの連携、院外での各

がん登録との連携の橋渡しの役割を担うこ

とが可能である。全国単位でまた施設から

精度の高い情報が上がる仕組みは地域がん

登録のデータ精度をさらに向上させること

になり、厚生労働行政、社会や国民への貢

献は大きい。さらに多施設間での情報共有

や全国的なデータ収集・分析も容易となる。

各施設の診療レベルを正確に評価できるよ

うになり、診療内容の施設層間格差を明ら

かにでき、背景にある構造問題を改善する

ための具体的データを得る。施設層間格差

を是正できる。一般国民に対して、治療方

法や医療機関の選択に資する正確な情報を

開示できる。国内外の共同研究も促進され

る。この基盤を構築する本研究は学術上重

要で社会的意義が特に大きい。 

我が国のがん登録に関して、一般の国民

にその存在、必要性が十分に認知されてい

ない。米国ではがん登録が法制化されてい

るため、国民の理解も深く、また登録の基

盤が整っており、データを還元することで

社会への貢献、国民の保健・医療の向上に

直結している。 

日本でもがん登録推進法（正式名称: が

ん登録等の推進に関する法律）が成立し、

がん登録事業も今後普及していくこととな

る（2016年には全都道府県で登録が開始さ

れる予定）。がん登録はがん医療の司令塔と

して国民の保健・医療の向上に寄与し、行

政、社会への貢献は限りなく大きい。将来

的に遺伝情報ともリンクできれば病因や治

療効果の解明等、情報の価値は飛躍的に高

まる。さらに放射線治療を中心とした医療

被曝情報として原発関連被曝の対照データ

としても重要な役割を果たしうる。 

本研究では臓器横断的な放射線治療 DB

を普及させ、全国の放射線治療施設のがん

情報系を整備すると同時に臓器別がん登録、

院内がん登録との情報共有を目指している。

放射線治療は現在、全がん新患の 28%に施

行され (2010年、約 21.4万人推定値)、毎年

確実に増加している。欧米並みの 50-60%に

普及する時代になるとがん DB としてはさ

らに重要な役割を果たすと想定される。既

存のがん登録の中で地域がん登録は生存情

報が確実に得られる仕組みだが、治療法の

詳細情報が不明であるため国民・患者や現

場の医師が最も知りたい治療内容・成績の

分析は困難である。学会主導の臓器別がん

登録は治療内容の詳細が得られるが、予後

調査が完全ではない場合が見られるので生

存率が過大評価されるなどの問題点を抱え

ている。各種がん登録は分散管理されてい
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るので各登録の強みを最大限引き出して低

コストで効率的に運用するためには効率的

な情報共有を促進することが重要である。 

各診療科が標準フォーマットを組み込ん

だ情報を管理できれば、診療科を超えたデ

ータ共有、かつ全国的なデータ収集・分析

が容易となり、国内外の共同研究も促進さ

れる。この基盤を構築する本研究は学術上

重要であるだけでなく社会的意義が大きい。

患者の安全確保に貢献する。さらに標準フ

ォーマットを用いることにより、DB構築の

開発コストを削減し、診療の質と効率を改

善させる。本研究により開発される疾患共

通および疾患固有の標準フォーマットは、

外科学会が進めている NCD とともにわが

国のがん臨床の治療研究や精度管理を行う

ための全国的なデータ収集、共有、分析の

基盤の一翼を担うことになる。また、上記

標準フォーマットは厚生労働省が推進して

いる院内がん登録とのデータ共有を実現す

るためのフォーマットとなっており、相互

のデータ補完が将来可能となる（図 5）。 

臓器別がん登録

診療科DB 放射線治療部門DB

JNCDB

院内がん登録

地域がん登録

データ共有・補完

標準化された地域がん登録に合わせた
JNCDB、臓器別がん登録の運用

データ提供・還元

データ提供・還元データ提供・還元

がん診療施設

データ共有・補完

施設内でのデータ連携の標準化
各診療科DBの院内がん登録に合わせた標準化

 

図 7. 各診療科 DBと臓器別がん登録、 
JNCDBの位置付けと情報連携 

 

放射線治療計画データの集積・検証・閲 

覧システムを開発した。放射線治療計画デ

ータは外科手術手技に匹敵する詳細な情報

である。客観的に検証可能な形でデジタル

保管されている。これは他のがん診療分野

にない放射線治療の優れた点である。その

自動抽出、データベース化、線量計画の検

証、モンテカルロ線量計算システム、Web

形式でのデータの閲覧を可能にした。自施

設のみならず多施設や地域・国レベルでの

検証、比較が今後可能となる。放射線治療

の診療の質向上に貢献できる（図 8）。 

ATC機能

放射線腫瘍学分野の研修
教育・研究体制構築につながる。

図 8．ATC機能の概要 

 

学会 JASTROの定期的構造調査を昨年よ

り毎年行っている。解析データは順次一般

公開して、放射線治療の構造の改善を施設、

地域、国レベルで行うよう JASTRO DB 委

員会（研究代表者は同委員長）と連携して

行っている。今年度は放射線治療装置の追

加配備を具体的数値データを示して該当施

設に提言した。 

 

E. 結論 

JNCDB の開発と運用によりわが国のがん

診療の実態が正確に把握され、医療現場の

診療の質向上に具体的に寄与しうる。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 
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radiotherapy (3D-CRT). 55th ASTRO Annual 

Meeting, Atlanta, USA, Sept., 2013. 

Onishi H., et al. Japanese multi-institutional 

study of stereotactic body radiotherapy for 

more than 2000 patients with stage I non-small 

cell lung cancer. 55th ASTRO Annual Meeting, 

Atlanta, USA, Sept., 2013. 

小泉雅彦. 有痛性骨転移の放射線治療，第

15回 日本緩和医療学会, 横浜, 2013年 6月 

安藤裕, 粒子線治療の症例データベースの
試行, 第 10 回日本粒子線治療臨床研究会, 
名古屋, 2013年 10月 

大熊加惠, 中川恵一, 他. 再発・転移症例に

おける緩和的肺定位照射— 第 72回日本医

学放射線学会総会、横濱, 2013年 4月 

中川恵一, 他. 肺がん VMAT-SRTにおける

呼吸抑制再現性の検証— 第 26回日本放射

線腫瘍学会学術大会, 青森, 2013年 10月 

小塚拓洋, 他. 中間リスク前立腺癌に対す

る短期的 IMRT70Gy/28Fr の有害事象と治療

成績. 第 26回日本放射線腫瘍学会,青森, 

2013年 9月 

寺原敦朗, 他.食道癌術後局所領域再発に対

する放射線治療. 第 67回日本食道学会学術

集会, 大阪, 2013年 6月 

Numasaki H., Nakamura K., Ando Y., 

Tsukamoto N., Terahara A., Teshima T., et al. 

Japanese Structure Survey of Radiation 

Oncology in 2009 based on institutional 

stratification of Patterns of Care Study. 54th 

Annual meeting of the American Society for 

Therapeutic Radiation and Oncology, Boston, 

USA, Oct., 2012. 

Tsudou S., Numasaki H., Teshima T., et al. A 

comparison of lung tumor on maximum 

intensity projection (MIP) and average intensity 

projection (AIP) of respiratory correlated 

four-dimensional simulation CT (4DCT). 54th 

Annual meeting of the American Society for 

Therapeutic Radiation and Oncology, Boston, 

USA, Oct., 2012. 

端佑士, 沼崎穂高, 手島昭樹, 他. 多施設共

同臨床試験における治療計画 QAシステム

の構築. 第 24回日本高精度放射線外部照射

研究会, 横浜, 2012年 2月. 

沼崎穂高, 手島昭樹. 治療機器の更新、新規

設置の現状 -JASTRO構造調査データより-.

日本放射線腫瘍学会第 25回学術大会, 東京, 

2012年 11月. 

安藤裕, 手島昭樹, 沼崎穂高, 他. 粒子線治

療の症例データーベースの実現を目指して.

第 9回日本粒子線治療臨床研究会, 鹿児島, 



51 
 

2012年 10月. 

柴田祐希, 沼崎穂高, 小泉雅彦, 手島昭樹, 

他. 粒子線治療における 2次粒子の定量化.

第 103回 日本医学物理学会, 横浜, 2012年

4月. 

Akino Y., Teshima T., et al. Impact of 

heterogeneity corrections in stereotactic 

radiation therapy treatment of the lung. 54th 

Annual meeting of the American Society for 

Therapeutic Radiation and Oncology, Boston, 

USA, Oct., 2012. 

Yagi M., Koizumi M., Teshima T. Maximizing 

the availability of positron emitting nuclei for 

proton therapy verification using different beam 

irradiation sequences. AAPM 54th Annual 

Meeting, Charlotte, USA, Jul., 2012. 

辻井麻里, 手島昭樹, 他. CBCT投影画像に

おける横隔膜の呼吸移動の検出. 第 302回

関西地方会,(第 374回レントゲンアーベン

ト), 大阪, 2012年 11月. 

壽賀正城, 手島昭樹, 他. 呼吸性移動を考

慮した線量再計算 Softwareの開発 -安全な

肝隊幹部定位照射を目指して3-.日本放射線

腫瘍学会第 25回学術大会, 東京, 2012年 

11月. 

手島昭樹, 他. 膵臓癌に対する放射線治療

戦略、第 24回日本放射線腫瘍学会学術大会, 

東京, 2012年 11月. 

手島昭樹. 婦人科腫瘍に対する放射線治療

の現状と新戦略. 第 127回近畿産科婦人科

学会総会, 大阪, 2012年 10月. 

手島昭樹. がん放射線治療の質と診療基盤.

日本歯科放射線学会 第 17回臨床画像大会, 

大阪, 2012年 10月. 

森本将裕, 小泉雅彦, 手島昭樹, 小川和彦,
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連携の標準化) 日本放射線腫瘍学会 第 23

回学術大会, 浦安, 2010年 11月. 

戸板孝文, 手島昭樹, 他 Ⅱ期子宮頸癌根治

的放射線治療の多施設共同臨床試験

(JAROG0401/JROSG04-2) 日本放射線腫瘍

学会 第 23回学術大会, 浦安, 2010年 11月. 

Minami K., Teshima T., et al. Effects of novel 

radiosensitizer 2-nitoroimidazole acetamide 

derivatives on radiation therapy for 

non-small-cell lung cancer.第 53回 日本放射

線影響学会, 京都, 2010年 10月. 

小澤壯治, 日月裕司, 宇野隆, 手島昭樹,   

沼崎穂高, 他. 食道癌全国登録の現状と将

来展望 第 64回 日本食道学会学術大会,  

久留米, 2010年 8月. 

Kasamatsu T., et al. Radical hysterectomy for 

FIGO stage I-IIB adenocarcinoma of the 

uterine cervix. 13th Biennial Meeting of the 

International Gynecologic Cancer Society,  

Prague, Czech Republic , Oct. 23-26, 2010. 

Ikeda S., Kasamatsu T., et al. Risk stratification 

in patients with stage IB-IIA cervical cancer 

without parametrial invasion or pelvic lymph 

node metastases after radical hysterectomy. 

13th Biennial Meeting of the International 

Gynecologic Cancer Society, Prague, Czech 

Republic , Oct. 23-26, 2010. 

Nishio S., Kasamatsu T., et al. 

Clinicopathological significance of cervical 

adenocarcinoma associated with lobular 

endocervical glandular hyperplasia.   

13th Biennial Meeting of the International 

Gynecologic Cancer Society, Prague, Czech 

Republic , Oct. 23-26, 2010. 

Kinoshita T. A multicenter study of 

image-guided radiofrequency ablation of small 

breast carcinomas. 35th ESMO Congress. Milan, 

Italy, 2010. 

Kinoshita T. New UICC staging system for 

cancer (TNM-7)：problems and future 

perspectives in breast cancer. 69th Annual 

Meeting of the Japanese Cancer Association. 

International Sessions, Osaka, Japan, 2010. 

Akashi-Tanaka S., Kinoshita T., et al. Optimal 

selection of neoadjuvant therapy using 

multigene expression profile and Ki67 for 

hormone sensitive breast cancer. 69th Annual 

Meeting of the Japanese Cancer Association. 

Osaka, Japan, 2010. 

Ono M., Kinoshita T., et al. Predictive markers 

for response to neoadjuvant chemotherapy in 

triple-negative breast cancer. 69th Annual 

Meeting of the Japanese Cancer Association. 

Osaka, Japan, 2010. 

Kikuyama M., Kinoshita T., et al. Search for 

novel tumor-suppressor genes in human breast 

cancers. 69th Annual Meeting of the Japanese 

Cancer Association. Osaka, Japan, 2010. 

Tsuda H., Kinoshita T., et al. Molecular 

pathological diagnosis for personalized 

medicine for patients with breast cancer. 69th 

Annual Meeting of the Japanese Cancer 

Association. Symposia on Specific Tumors, 

Osaka, Japan, 2010. 

Hasebe T., Kinoshita T., et al. p53 expression in 

tumor-stromal fibroblasts forming fibrotic foci 

in invasive ductal carcinoma of the breast. 69th 

Annual Meeting of the Japanese Cancer 

Association. Osaka, Japan, 2010. 
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Kinoshita T. Feasibility and accuracy of 

sentinel lymph node biopsy after preoperative 

chemotherapy in breast cancer patients. 7th 

European Breast Cancer Conference.  

Barcelona, Spain, 2010. 

垂野香苗，木下貴之，他．10cm大に広がっ

た非浸潤性小葉癌の 1例．第 7回日本乳癌

学会関東地方会，大宮市，2010年 12月 

堀周太郎，木下貴之，他．乳がんセンチネ

ルリンパ節における微小転移、isolated 

tumor cellsの臨床的意義－腋窩リンパ節郭

清は省略可能か？－．第１２回 SNNS研究

会学術集会，横浜市，2010年 11月 

北條隆，木下貴之，他．乳がんに対する蛍

光法によるセンチネルリンパ節生検におけ

る輝度値の検討．第 12回 SNNS研究会学術

集会，横浜市，2010年 11月 

長尾知哉，木下貴之，他．OSNA（One-step 

Nuclec acid Amplification）法での乳癌センチ

ネルリンパ節至適摘出個数の検討．第１２

回 SNNS研究会学術集会，横浜市，2010年

11月 

木下貴之，他．乳癌に対する術前化学療法

と低侵襲化治療の最前線．第 48回日本癌治

療学会学術集会，京都市，2010年 10月 

北條隆，木下貴之，他．乳癌術前アロマタ

ーゼ阻害剤の投与期間に関する新しい知見．

第 48回日本癌治療学会学術集会，京都市，

2010年 10月 

長尾知哉，木下貴之，他．センチネルリン

パ生検で腋窩郭清範囲を規定できるか．第

48回日本癌治療学会学術集会，京都市，2010

年 10月 

津田均，木下貴之，他．乳房温存療法とセ

ンチネルリンパ節生検における病理診断．

第 18回日本乳癌学会学術総会，札幌市，

2010年 6月 

加賀美芳和，木下貴之，他．治療期間が短

縮される乳房温存療法での 3D-CRTによる

加速乳房部分放射線治療（APBI）．第 18回

日本乳癌学会学術総会，札幌市，2010年 

6月 

長尾知哉，木下貴之，他．局所再発因子か

らみた乳房切除後放射線治療の検討．第 18

回日本乳癌学会学術総会，札幌市，2010年

6月 

木下貴之，他．術前化学療法後乳癌症例に

対するセンチネルリンパ節生検の長期成績

に基づく諸問題．第 18回日本乳癌学会学術

総会，札幌市，2010年 6月 

枝園忠彦，木下貴之，他．転移性乳癌の治

療戦略としての原発巣切除の意義．第 18回

日本乳癌学会学術総会，札幌市，2010年 

6月 

菅野康吉，木下貴之，他．遺伝相談外来を

受診した BRCA1/2遺伝子変異を有する遺

伝性乳がん卵巣がん家系の臨床遺伝学的特

徴．第 18回日本乳癌学会学術総会，札幌市，

2010年 6月 

北條隆，木下貴之，他．術前術後内分泌療

法からみたサブタイプ別の治療効果の検討

と展望．第 18回日本乳癌学会学術総会札幌

市，2010年 6月 

河野晶子，木下貴之，他．StageⅣホルモン

受容体陽性（HR+）乳癌におけるホルモン

療法（ET）の効果予測因子．第 18回日本乳

癌学会学術総会，札幌市，2010年 6月 

田村宜子，木下貴之，他．各種ノモグラム

の検証からみたセンチネルリンパ節生検陽

性例への非郭清の可能性．第 18回日本乳癌

学会学術総会，札幌市，2010年 6月 

岡田菜緒，木下貴之，他．若年性乳癌患者
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の好孕性温存に対する意識と治療方針選択．

第 18回日本乳癌学会学術総会，札幌市，

2010年 6月 

北川美智子，木下貴之，他．Invasive 

micropapillar carcinoma74例の臨床病理学的

検討．第 18回日本乳癌学会学術総会，札幌

市，2010年 6月 

長谷部孝裕，木下貴之，他．リンパ管腫瘍

塞栓組織異型度。術前薬物療法浸潤性乳管

癌患者の重要な予後因子．第 18回日本乳癌

学会学術総会，札幌市，2010年 6月 

長尾知哉，木下貴之，他．術前化学療法後

乳房温存療法の長期成績と問題点．第 18回

日本乳癌学会学術総会, 札幌市, 2010年 6月 

尾上俊介，木下貴之，他．乳房 Paget’s病に

対する乳房温存療法の可能性．第 18回日本

乳癌学会学術総会，札幌市，2010年 6月 

垂野香苗，木下貴之，他．乳腺

Matrix-producing carcinoma 7例の臨床病理

学的検討．第 18回日本乳癌学会学術総会，

札幌市，2010年 6月 

小野麻紀子，木下貴之，他．トリプルネガ

ティブ乳癌（TNBC）における病理学的治療

効果予測因子：組織亜型と腫瘍浸潤リンパ

球（TIL）．第 18回日本乳癌学会学術総会，

札幌市，2010年 6月 

菊山みずほ，木下貴之，他．高頻度の CpG

アイランドのDNAメチル化とHER2過剰発

現の強い関連．第 18回日本乳癌学会学術総

会，札幌市，2010年 6月 

岩本恵理子，木下貴之，他．乳癌早期発見

に対する画像診断とそのアプローチ．第 18

回日本乳癌学会学術総会，札幌市，2010年

6月 

中村ハルミ，木下貴之，他．乳癌における

非浸潤癌成分比率の違いを生じる背景因子

としての年齢と乳腺症．第 18回日本乳癌学

会学術総会，札幌市，2010年 6月 

土井淳司，木下貴之，他．破骨細胞様巨細

胞を伴う乳癌の 12症例．第 18回日本乳癌

学会学術総会，札幌市，2010年 6月 

木下貴之，他．高度医療に係る早期乳がん

に対するラジオ波焼灼療法（RFA）多施設

共同研究．第 110回日本外科学会定期学術

集会，名古屋市，2010年 4月 

明石定子，木下貴之，他．21遺伝子発現プ

ロファイルを用いたリスク分類は乳癌術前

内分泌療法の効果予測において病理診断を

超えられるか．第 110回日本外科学会定期

学術集会，名古屋市，2010年 4月 

長尾知哉，木下貴之，他．乳癌センチネル

リンパ節生検における至適摘出個数の検討

－生検と郭清の境界は？－．第 110回日本

外科学会定期学術集会，名古屋市，2010年

4月 

與田幸恵，木下貴之，他．乳癌家族歴を持

つ乳癌患者の臨床・病理学的検討．第 110

回日本外科学会定期学術集会，名古屋市，

2010年 4月 

中村和正.「強度変調放射線治療を含めた前

立腺癌外部照射のエビデンス」. 第 22回日

本高精度放射線外部照射研究会 大津市 

2010年 7月 

馬屋原博, 角美奈子, 他．前立腺癌に対す

る超音波位置決め装置と OBIを使用した

IGRT日本放射線腫瘍学会第 23回学術大会 

千葉市 2010年 11月 

Kodaira T. Chemoradiotherapy for head and 

neck cancer; Improving benefits using IMRT 

and molecular target agent. International 

Conference of Asian Clinical Oncology Society 

9th International Conference of the Asian 
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Clinical Oncology Society, Gifu, Aug. 25-27, 

2010 

古平毅. 頭頸部 IMRTを中心に 第 23回日

本放射線腫瘍学会, 千葉市, 2010年 11月 

古平毅, 他. 高精度治療および短期照射治

療に伴う有害事象 頭頸部癌 IMRT症例の

唾液腺機能評価の検討. 第 23回日本放射線

腫瘍学会, 千葉市, 2010年 11月 

古平毅, 他. 臨床試験セミナー~実施に向

けてエキスパートに聞く~0701の臨床試験

の経験から得たもの. 第 23回日本放射線腫

瘍学会, 千葉市, 2010年 11月 

古平毅, 他. がん治療における放射線医学

の新しい展開 高精度放射線治療の臨床へ

の浸透 IMRT, IGRTを中心に. 第 48回癌

治療学会, 京都市, 2010年 10月 

古平毅, 他.「高精度放射線治療の最新エビ

デンス」EBMから見た頭頸部癌 IMRTの現

状と展望. 第 22回日本高精度放射線外部照

射研究会, 滋賀市, 2010年 7月  

古平毅、治療 1 高精度放射線治療 IMRT：

第 69回日本医学放射線学会総会. 横浜市, 

2010年 4月 

Kenjo M., et al. Sequential Chemoradiaotherapy 

with 24 Gy of cranial irradiation for intracranial 

germinoma diagonosed with MRI. 52th Annual 

Meeting of the American Sciety for Trapeutic 

Radiology and Oncology, San Diego, USA, 

Oct.30-Nov.4, 2010.  

権丈雅浩, 他. 脳腫瘍に対する強度変調放

射線治療の検討. 第 114回日本医学放射線

学会中国四国地方会,今治市 2010年 6月 

鹿間直人. 「早期乳癌に対する部分加速照

射・短期照射」. 第 69回日本医学放射線学

会総会. 横浜市, 2010年 4月 

Onishi H., et al. Rib fracture after stereotactic 

body radiotherapy in 177 patients with stage I 

non-small cell lung cancer stage I non-small 

cell lung cancer. ASTRO’s 52nd Annual 

Meeting, San Diego, USA, Oct.30-Nov.4, 2010.  

Konishi K., Koizumi M., et al., 

Monotherapeutic high-dose-rate brachytherapy 

for prostate cancer: 15 years experience of 

Osaka University, ASTRO’s 52nd Annual 

Meeting, San Diego, USA, Oct.30-Nov.4, 2010. 

TsukamotoT., Ando Y., Numasaki H.,et al. 

Enterprise schedule integration profile 

(ESI) proposed for HIS and TMS cooperation - 

a new IHE integration profile in radiation 

oncology domain、24th International Congress 

and Exhibition, Geneve, Switzerland, Jun. 2010 

Terahara A., Nakagawa K., et al. Initial clinical 

experience of volumetric modulated arc therapy 

for head and neck boost using Monaco.  

ESTRO 29 Barcelona, Spain, Sept., 2010 

寺原敦朗, 他. 放射線治療 RIS と診療科

DB との連携構築. 日本放射線腫瘍学会第

23回学術大会 浦安市 2010年 11月 

Sasaki S., Treatment options in cases of local or 

distant recurrence of esophageal cancer that 

were initially treated with chemoradiation. 12th 

World Congress of the International Society for 

Diseases of the Esophagus. Kagoshima, Sept. 

2-5, 2010 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

大西洋, 他. 胸腹 2点式簡易型呼吸位相表

示装置（Abches） 

戸板孝文. 患者移送用寝台及び患者移送

システム（日本にて申請中: 出願番号

2012-091461） 
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２．実用新案登録 

手島昭樹, 他.放射線照射試料用シャーレ

及び放射線照射方法（特願 2009-220831） 

 

３．その他 

角美奈子. 肺癌診療ガイドライン(2014年

版) 日本肺癌学会 作成協力者  

光森通英, 山内智香子, 他. 放射線治療小

委員会. 患者さんのための乳癌診療ガイド

ライン 2012年版, 日本乳癌学会編. 

明石定子, 山内智香子, 他. 臨床・病理乳癌

取扱規約第 17版, 日本乳癌学会編. 規約委

員会委員 

中村和正. 放射線治療ガイドライン(2012年

版), II. 前立腺癌 ―外部照射法―,日本放射

線腫瘍学会編, ワーキンググループ委員 

大西洋. 放射線治療計画ガイドライン(2012

年版), 日本放射線腫瘍学会編, 呼吸性移動

対策 

角美奈子. 肺癌診療ガイドライン(2010年

版) 日本肺癌学会 作成協力者  

角美奈子.小児がん診療ガイドライン(2011

年版) 日本小児がん学会 Ewing肉腫ファ

ミリー腫瘍 

光森通英, 鹿間直人, 山内智香子, 他. 科学

的根拠に基づく乳癌診療ガイドライン ①

治療編 2011年版 日本乳癌学会編. 

中川恵一. 中学生向けがん教育教材 DVD

「がんちゃんの冒険」 公益財団法人日本

対がん協会支援, 文部科学省スポーツ・青

少年局学校健康教育課 制作協力. 

 

 

 

 


